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＜要旨＞ 

骨は海綿骨と皮質骨より構成される。海綿骨は皮質骨に比べ表面積が広く、骨代謝を担

う破骨細胞や骨芽細胞が多く存在するため、骨代謝変化による影響を受けやすい。腰椎な

ど椎体骨はその大部分が海綿骨であり、大腿骨などの末梢骨は皮質骨が主体である。した

がって、椎体骨は大腿骨よりも加齢や閉経に伴う骨量低下をきたし易く骨折リスクも高い。

一方で、薬物療法による治療効果を得やすいのも椎体骨である。実際、薬物治療の進歩に伴い、

椎体骨折の発生率は年々減少傾向にあるものの、大腿骨頸部骨折はいまだ増加傾向にある。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

海綿骨と皮質骨を分けて評価することは重要な課題であるが、それが可能な HR-pQCTは本邦では販売

されていないことから、日本人を対象とした皮質骨に関する研究報告はほとんどない。ところが最近、

海綿骨と皮質骨を分別して評価できる超音波骨密度測定装置(右図：LD-100, 応用電機社)が開発され

た。そこで我々は、この装置を用い皮質骨に注目した骨粗鬆症研究を進めている。 

 

＜アピールポイント＞ 

骨の大部分を占める海綿骨は骨密度や骨代謝状態に反映されやすいた

め、腰椎骨密度や骨代謝マーカーは椎体骨の骨折予測因子として確立して

いる。ところが、皮質骨を主体とする大腿骨頸部の骨折を予測しうるパラ

メータに確立したものはない。LD-100 で皮質骨の骨指標を評価すること

で、未開の領域であった皮質骨に着目した骨粗鬆症診療の新たなる可能性

が見出せるものと期待している。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

A) 下記疾患群において、皮質骨あるいは海綿骨の骨指標に影響を及ぼす因子につき比較検討する。 

① 加齢や閉経に伴う原発性骨粗鬆症患者 

② クッシング症候群や原発性副甲状腺機能亢進症などの内分泌性疾患患者 

③ 糖尿病や慢性腎臓病などの生活習慣病患者 

④ ホルモン療法で治療中あるいは治療後の乳癌患者 

B) 各種骨粗鬆症治療の皮質骨あるいは海綿骨の骨指標への反応性を比較検討する。 
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＜他分野に求めるニーズ＞ 

なし 
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